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機密性２情報 
鬼怒川流域の概要 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 流域面積1,761㎞2、幹川流路延長176.7㎞。 
 

○ 上流の4ダムにより洪水調節を行っている。中流域には宇都宮市、小山市等の市街地が広
がり、JR東北新幹線、東北自動車道等の基幹交通が横断している。 



機密性２情報 
平成27年9月関東・東北豪雨について 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 台風第18号及び台風から変わった低気圧に向かって南から湿った空気が流れ込んだ影響
で、記録的な大雨となった。 
 

○ 9月10日から11日にかけて、関東地方や東北地方では、統計期間が10年以上の観測地点
のうち16地点で、最大24時間降水量が観測史上最多を更新した。 



機密性２情報 
平成27年9月関東・東北豪雨に係る被害状況 

中部地方整備局 
河川部  
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１．人的被害の状況（消防庁10月2日18：00時点） 
 

■死者8名（栃木県鹿沼市、日光市、栃木市、茨城県常総市2名、境町、宮城県栗原
市2名） 

 
２．所管施設の状況（10月5日9：00時点） 
 

■河川（19河川で堤防決壊、67河川で氾濫等の被害発生） 
【国管理河川】 

• 利根川水系鬼怒川において堤防が決壊し、鳴瀬川水系吉田川、荒川水系
都幾川等5河川において、越水等による浸水被害が発生。 
 

【都道府県管理河川】 
• 宮城県管理の鳴瀬川水系渋井川等18河川において堤防が決壊し、宮城県、

福島県、茨城県、栃木県を中心に62河川で浸水被害が多数発生。 
 

■土砂災害 
• 17都県において177箇所の土砂災害発生。 

○ 19河川で堤防決壊、67河川で氾濫等の被害が発生した。 



機密性２情報 
鬼怒川における被災箇所 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 河川の流下能力を上回る洪水となり、常総市三坂町地先（左岸21.0k）で堤防が決壊し、若
宮戸（わかみやど）地先（左岸24.75km）で溢水するなど多くの被害が発生した。 
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機密性２情報 
鬼怒川における浸水状況 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 常総市三坂町地先（鬼怒川左岸21.0㎞付近）における堤防決壊等に伴う氾濫により、常総
市の約1/3の面積に相当する約40㎢が浸水し、常総市役所も孤立した。 



機密性２情報 
避難の遅れと浸水による多数の孤立者の発生 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消するまでに10日を要した。 
○ 避難の遅れ等により、多くの住民が孤立し、約4,300人が救助された。 



機密性２情報 
TEC-FORCE活動（排水ポンプ車等による大規模な排水作業） 

中部地方整備局 
河川部  
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○堤防決壊の当日（9月10日）から排水開始。全国の地方整備局の応援により、日最大51台 
 のポンプ車を投入。約780万m³（東京ドーム約６杯分）を排水。 
○10日間（9月19日）で宅地及び公共施設等の浸水が概ね解消。 



機密性２情報 
洪水予報及びホットラインによる情報提供 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 河川水位の状況や今後の見通しに関する洪水予報を行うとともに、下館河川事務所長か
ら常総市長へ、ホットライン（電話連絡）により、水位等の河川情報を提供した。 

1:40 避難
準備情報 

① 

4:00  
避難勧告

② 

9:25  
避難指示

③ 

13:08  
避難指示 

④ 



機密性２情報 
常総市における避難勧告・避難指示の発令状況 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 鬼怒川の堤防が決壊する時刻（10日12:50）までに、避難指示が発令されない地区があっ
た。 

① 

② 
③ 

④ 



機密性２情報 
常総市からの避難 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 鬼怒川の堤防決壊・溢水を受けて、多数の避難者が発生した。 
○ 交通渋滞により、市内の避難場所への避難が困難となったことから、隣接市に依頼し、避

難場所を設定した。 



機密性２情報 
水防活動の状況 

中部地方整備局 
河川部  
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○ 平成27年関東・東北豪雨では、各地において水防活動が実施された。 
○ 多くの箇所で、河川堤防周辺の漏水、溢水、内水氾濫が生じたほか、避難の呼びかけや

誘導等も実施する必要があったため、全ての箇所で土のう積み等を実施することはできて
いない。 


